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説を初期資料から紹介し、どのように作品が
受容されていったのかについて述べたい。はじめに
第一章
作品の主題と基本情報についてフランソワ・ジェラールが1817年のサロン
に出品した《パリに入城するアンリ４世》
[図１］は、フランス革命後の王政復古期に
描かれた大型の歴史画である。ブルボン王朝
の始祖であるアンリ４世が1594年、長く続い
た宗教戦争を終わらせるため、自らカトリッ
クに改宗しパリに入る様子が描かれている。
ローゼンブラムは1975年に「ブルボン王政復
古期の1814-1830年における絵画」と題する
論文の中で、王政復古期に発表された絵画の
主題が、ブルボン王家の宣伝活動と密接に結
びついていたことを指摘した2)。そしてその
同じ年、カウフマンは同時代資料を傍証とし
た本作品の総合研究を行い、論文を発表し
た3)。そこでは、図像伝統、画家の視覚的・
文学的着想源の他、作品が王室から注文され
た1816年当時の政治的背景について詳述され
ている。本論考では、最初にこのカウフマン
の研究を総括することで、これまで明らかに
なっている事実を確認する。次に1817年以降
19世紀前半にかけての、この作品をめぐる言
アンリ４世（1553-1610）は、ブルボン王
朝では初めてフランス国王となった人物であ
る。自らはユグノー（プロテスタント）であ
りながらカトリックとの融和を図り、長く続
いた宗教戦争を終結させた。1589年、先王ア
ンリ３世が死去し、王位を継承したアンリ４
世はカトリック教徒である新国王派の激しい
抵抗にあい、パリを速やかに攻略することは
叶わなかった。そこで王はパリ郊外のサン・
ドニ大聖堂で自身がカトリックへと改宗し、
シャルトル大聖堂で正式に戴冠式を行いフラ
ンス国民の支持を得る。こうして1594年３月
22日に平和的にパリ入城（入市）を果たす瞬
間が、本作品で描かれている歴史的瞬間であ
る4)。
ジエラールの作品は、1817年のサロンに出
品された。510×968センチメートルの大型の
油彩画で5)、現在はヴェルサイユ宮・戦闘の
回廊に展示されている6)。ラルースは「十九
１
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世紀大百科事典」の「アンリ四世」の項目に
おいて、このジェラールの作品について小項
目を設け、詳述している7)。ここでは彼の作
品記述を辿りながら、この歴史画に描かれて
いる人物たちを確認していくことにする。
両腕を挙げ天を仰いでいる。臣民の男』性と
旗を持った兵士が互いに抱き合っている。
脆いた女性たちは壬の慈悲と庇護を嘆願し
ているようである。彼女たちのうちの－人
は喪服を身に着け、手を合わせる身ぶりの
息子を抱いている。後景にはアンリ４世が
パリに入る際通ったヌーヴ門が建ってい
る。また、ルーヴル宮殿の回廊の一部（ア
ポロンの回廊）も見えている。画面の最前
景には、バリケードの破片や折れた武器な
どが散乱している8)。
［引用終］
画面中央に描かれた王は頭部には何も被
らず、甲冑を身に着け、馬を制止してい
る。パリの総督であるブリサックは帽子を
手に主に近づき、判事たちを指し示してい
る。判事たちの先頭には商人頭のリュイリ
エがおり、パリの鍵を国王に差し出してい
る。壬の後ろには従者たちの姿が見える。
その右側、ブリサックの後ろにはモンモラ
ンシー、レッツ、クリロンがいて、アンリ
４世の頭文字がついた王家の紋章の白旗を
掲げている。その左には主の兜を持ってい
るシュリー、そしてピロンとベルガルドが
いる。ベルガルドはヘルメットの眉庇を挙
げ、バルコニーの方に目をやっている。そ
こにはガブリエル・デストレと貴婦人たち
がいる。戦争に参加していた男たちはみ
な、馬に乗り戦闘服を着用している。この
王の一団の前方右手にはド・マティニョン
元帥がいる。彼は全身を鉄の鎧で包み、頭
上に剣を振りかざしている。一方、その隣
ではエピネイ・サン・リュックがカトリッ
ク同盟の一行に、主へ許しを願い出るよう
促している。このグループの後ろでは馬に
乗った兵士たちがトランペットを吹き鳴ら
している。前景左には、街区長のネレが両
脇に二人の息子をしっかり抱き、うれしそ
うに歩み出ている。この三人はヌーヴ門が
アンリ４世に開かれた時、寝ずの番をして
いた。親子の近くには無帽の老人がいて、
ラルースは本論考第四章で紹介する初期の
作品批評群を概観した上で、この作品記述を
行っている。これに基づいて画面構成の概容
を再確認すると以下のようになるだろう。画
面は、中景の中央に壬の＿団とそれを迎える
パリ市の要人たち、前景左側にパリ市民た
ち、前景右側に壬の政敵であったマテイニョ
ン元帥やカトリック同盟の者たちと大きく３
つの群像で構成されている。そして後景に
は、ヌーヴ門やルーヴル宮など、この出来事
の舞台となった歴史建造物が配置されてい
る。
ここで本作品の特質を理解するため、ジェ
ラール以前の歴史主題の大絵画との比較を
行ってみたい。ル・プランの連作「アレクサ
ンドロス大王物語」の中に《アレクサンドロ
ス大王の勝利（アレクサンドロス大王のバビ
ロン入城)》（1673年のサロン、ルーヴル美術
館蔵）がある［図２]9)。この作品では、象
に引かせた車に乗った大王が制圧したバビロ
ンの町に入る,情景が描かれている。中央にア
レクサンドロス３世、それを迎えるバビロン
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の司令官、周囲にその他の兵士や町の住民が
複数配されている画面構成は、ジェラール作
品のそれと共通している。無論ジェラールは
アカデミーでの修業時代に、当時フランス絵
画史の代表作とされていたこの大作について
も学んでいただろう。しかしながら、画面中
央の王と周囲の者たちの関係性に注目してみ
ると、ル・プランにおいては壬は高い所にひ
とり立ち、彼を迎えた者たちとまったく接触
していない。それに対して、ジェラール作品
の国王は、馬上の一番高い位置に描かれなが
らも、彼を迎えるパリの住民たちと視線を合
わせ、密接なやりとりをしているのである。
時代考証の異なる主題といえ、ジェラールの
時代にはすでにアンリ４世は伝説の偉大なる
王であった。その国王をこのように民衆と親
密な関係で描いたのには、１９世紀初頭の政治
状況が深く関わっていると考えられる。次章
でこれについて詳しく触れることとする。
ている。
1837年、ジェラールの死後にアカデミーで
行われたカトルメール・ド・カンシーの講演
によれば、「アンリ４世のパリ入城」の主題
はジエラールが1816年に注文を受けた折、王
室よりもたらされた'1)。注文を受けた際に画
家は正確な歴史場面を構成できるよう史実に
ついての資料も提供された'2)。時の国王ルイ
18世は、自身がアンリ４世以来のブルボン王
朝の正統な継承者であることを市民たちに印
象づける目的でジェラールにこの絵を注文し
たというのである'3)。
本作品が描かれた頃のフランスでは実際、
政変が激化していた。ナポレオンの第一帝政
崩壊後、1814年４月より第一次王政復古とし
てルイ18世と極右王党派ユルトラによる反動
政治が行われる。その旧貴族の復権を狙った
一連の過激な政策により、上層ブルジョワを
中心とした国民の王政に対する信頼が著しく
失墜する。その機に乗じて返り咲いたナポレ
オンのいわゆる「百日天下」が1815年３月に
起こり、ルイ18世は一時的にパリを逃れた。
ナポレオンの二度目の失脚後、同年７月にル
イ18世が再び即位。続く下院選挙ではユルト
ラが大勝し、共和派・帝政派への弾圧が広範
囲に行われた。こうした中で政治的危機感を
強めた国王は、上層ブルジョワからの支持を
得てブルボン王朝を安定させるため、極右議
会を解散する。本作品の注文が画家になされ
たのは、まさにこのような政情不安定な時期
であった'4)。
ルイ18世は短期間とはいえナポレオンに政
権を覆された苦い経験を踏まえ、第二次王政
復古では次のような政治を目指したとカウフ
マンは指摘している。
第二章
作品成立の歴史的背景
本章では、16世紀に起きた出来事である歴
史主題が、フランス革命を経た約120年後に
再び描かれることとなった経緯についてまと
めておきい゜本論考の冒頭でも触れたよう
に、この作品については1975年、カウフマン
が「バーリントン・マガジン』において「フ
ランソワ・ジェラール《アンリ四世のパリ入
城》－立憲君主制の図像表現」と題した論文
を発表している'0)。目下、この絵画の個別研
究としては唯一のものである。カウフマンは
この研究の中で作品成立の歴史的背景につい
て、同時代資料を主な傍証に用いつつ指摘し
３
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85点に増えたと指摘している。さらにジエ
ラールが本作品を出品した1817年のサロンだ
けで歴史画は85点を数えるという16)。同年の
サロンに出品された油彩画は全791点であっ
たことから、およそ－割強の主題が歴史主題
だったことになる'7)。帝政期にもすでに頻繁
に描かれていた歴史主題が、とりわけこの王
政復古期に大流行したといっても過言ではな
いだろう。一方、ロカンは著名な『1747-
1785年のフランスにおける物語画」の中で、
アンリ４世の主題は同時代の歴史画の中で最
も人気があり、1775-85年までの10年間にこ
の主題を扱った油彩画がおよそ10点あったと
述べている。そこでは具体的な作家と作品名
を挙げているが、「パリに入城するアンリ４
世」を取り上げた作品は見られなかった'8)。
それでは、なぜルイ１８世はこの時「パリに入
城する」アンリ４世をジェラールに描かせる
必要があったのだろうか。
先行研究では触れられてこなかったことで
あるが、１９世紀初頭に起こったアンリ４世人
気の再流行は、実は同時代の記録版画におい
て顕著に確認することができる。それは厳密
に言えばアンリ４世の主題ではない。という
のもその主題の主役はルイ18世なのである。
版画には王政に返り咲いた国王が、1814年５
月３日にパリに入城する`情景が表現されてい
る。目下、それらの記録版画はパリ国立図書
館版画室にヴァリアントも含め少なくとも１４
点の所蔵が確認されている。大変興味深いこ
とは、それらの版画作品においては、ルイ１８
世がボン・ヌフ橋の上に立つアンリ４世の騎
馬像の前を通り過ぎる瞬間が捉えられている
のである。本絵画がジェラールに注文される
以前から、アンリ４世とルイ18世を「パリ入
ルイ１８世は、憲法を遵守することを条件
に王政に戻った。王にとってこの憲法は押
し付けられたものというよりは、むしろ自
らの自由意思をかなえるものであった。一
方でそれは、フランス革命の重要な根本で
ある数多くの自由をもまた保証するもので
あった。具体的には、法の前のすべての平
等、政治的・軍事的地位を得るための機会
均等、人格的自由の尊重、報道の自由など
のことである。憲法はまた、国民議会が貴
族院と共に君主によって提出された立法を
議論し、通過させる中心的役割を担うこと
を認めていた。確かに選挙権は、人口に占
める割合の非常に少ない裕福な者たちに限
られていた。にもかかわらず1816年のヨー
ロッパにおいて、英国を除けばこの国家体
制は最も自由なものであり、国王と穏健派
たちはこの体制と議会によって保障された
権利を維持しようと決めたのである。伝統
的な君主制の威風を、これらの新しい発展
に適合させなくてはいけなかったのだ'5)。
［引用終］
以上のように、ジェラールの描いた《アン
リ４世のパリ入城》に対して、壬と当時の政
府は二つの期待を込めていた。一つは、ブル
ボン王朝の末商であるルイ18世の主位継承の
正統性を暗示することである。そしてもう一
つは、壬党派とブルジョワの両勢力を共存さ
せつつ立憲君主制を維持しようとする、第二
次王政復古期のプロパガンダとしての役割で
あった。
カウフマンは、1777-91年の間にサロンに
出品された歴史画は36点であったのに対し、
ナポレオン統治下の1804-12年の８年間では
４
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城」という共通のキーワードで結びつけるこ
とが、王政復古期に重要視されていたことを
裏付けるものであろう。これらの版画作品に
ついては、本論考の続編「ボン・ヌフ上のア
ンリ４世とルイ18世一王政復古期の記録版
画」（仮題）の中で詳しく述べたい。本論考
では参考までに、イグナスが描いた水彩画を
紹介しておきたいと思う［図３]。
あったが、結局未完のまま終わった21)。ここ
でルーベンスは月桂冠とチュニック姿のアン
リ王を描くことによって、ローマ皇帝に関連
づけた。カウフマンは、「パリ市の鍵を君主
に渡そうとしている女性は嘆願するように王
に脆いており、町を征服された市民のよう
だ」と指摘している22)。また右手の橋の上で
は抵抗勢力との激しい戦闘が描かれている。
一方、カウフマンが紹介したのとは別のルー
ベンス作品で、ニューヨークのメトロポリタ
ン美術館に所蔵されている油彩習作《アンリ
４世のパリの凱旋入城》［図６］も確認され
ているが、こちらは伝統的な神話画の構図に
のっとった作品で、凱旋車に乗った壬とその
－行の行進がクローズアップされている23)。
視覚的源泉の三点目は、1785年に復刊され
たヴォルテール「アンリ主の歌』におけるモ
ロー．ル．ジユヌの挿絵である24)［図７］。こ
こではノートルダム寺院を背景に、馬に乗っ
た壬がパリの町を進み、迎える群衆がその足
もとにひれ伏している。頭上には寓意像25)や
聖ルイ26)が描きこまれている。また画面中
景には王家の旗を掲げる市民もいて、「ジェ
ラールの探し求めていたものに近いと思われ
る」というカウフマンの見解は的を射ている
だろう27)。リーガルのヴオルテール挿絵本研究
によれば、1817年までに『アンリ王の歌」は
７版の挿絵本が刊行されており、うち５版に
王のパリ入城の場面が取り上げられている28)。
またジエラール自身も1817年のデイド版のた
めに「アンリ４世のパリ入城」の主題で口絵
を制作していたとされているが、現在までの
調査では該当の書誌が特定できていない29)。
挿絵本における図像伝統とジェラール作品の
関係については、次回の論文で詳しく述べる
第三章
視覚的着想源とジェラール作品の
特質
それではジェラールは注文主のこうした期
待にどのように応えたのだろうか。それを明
らかにするために、まずは画家の視覚的着想
源に触れておきたい。
カウフマンは、画家が参考にし得たであろ
う先行作例として４点を挙げている19)。
－点目は、アンリ４世統治時代とほぼ同時
期に制作されたボレリー原画によるルクレルク
の版画である［図４]。１６世紀に制作されたが、
モンフオコンが1733年に刊行した複製版画集
｢フランス歴代君主の記念建造物」に再掲載
されており、この書物は当時の画家たちが歴
史画を描く際の重要な着想源であった20)。こ
こではヌーヴ門をくぐるアンリ４世の一行が
描かれており、壬としての威厳はあまり表現
されていない。甲冑に身を包んだ部隊が大挙
して押し寄せ、スペインの傭兵部隊と衝突し
ている。
二点目は、1622年頃に描かれたルーベンス
の油彩習作《アンリ４世のパリ入城》である
[図５]。よく知られたルーヴル美術館の連作
《マリー・ド・メデイシスの生涯》とともに
当時のリュクサンブール宮殿を飾る予定で
５
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いた作品解説36)の内容を転載した37)。モー
ペルシュという人物によって著されたその小
冊子には一枚の版画があり、絵画の中の登
場人物が名を付して逐一記述されている［図
11]。当時の鑑賞者たちは、ジェラール作品
に描かれた人物たちが誰なのかを明白に認識
することができたというわけである。
以上、ジェラールが何らかの着想を得た可
能性のある四点の先行作例との比較から、こ
の歴史画において王政復古下の複雑な政治状
況と和睦への期待が表現されているというカ
ウフマンの見解を紹介した38)。
こととする。
四点目に、1810年に描かれたシヤルル・メ
ニエの油彩画《ナポレオンのベルリン入城》
[図８］があげられる30)。1806年のベルリン
遠征を描いた同時代絵画で、ナポレオンはブ
ランデンブルク門を通ってベルリンの町に
入ってきている。アンリ４世とは異なる主題
ではあるが、カウフマンは「活気ある雰囲気
や画面構成、馬に乗った主要な人物たちの表
現にジェラール作品との類似性がみてとれ
る」と述べている31)。
これらの先行作例群と比較した上でカウフ
マンは、ジェラールの作品にはパリ市民の姿が
画面構成に意識的に描きこまれていると指摘
している。例えば、画面中央でアンリ４世に
パリ市の城門の鍵を渡している商人頭のリュ
イリエや［図９］、画面左前景に描かれたネ
レと息子たちなどがそれにあたる32)［図１０]・
カウフマンはこうした市民について次のよ
うに評している。「ジェラール作品では、人
物像を絡み合わせた前景の大きな動きによっ
て、これが偉大な出来事であることを最初に
印象づけている（中略）パリ市民たちは、こ
こで起きている出来事に積極的に参加してお
り、国王の前で受動的に謙遜している存在で
はない。我々はここに君主と市民たちの間のよ
り民主的で対等な関係を感じるのである｣33)。
こうした「君主と市民の調和｣34)こそが、
ジェラールの技量をもって表現された「1817
年当時の立憲君主的概念の視覚化｣35)であっ
た。
ジェラールのこの大作に投影されたプロパ
ガンダは、時の政府官報によっても宣伝され
た。作品が提出された直後「モニトウール・
ユニヴェルセル」誌は、サロンで販売されて
第四章
作品の初期批評と受容
最終章では、本作品がサロンに出品された
1817年から1860年代までのおよそ半世紀にわ
たる同時代資料の中から、作品に関する言説
を取り上げる。作品の芸術性に関わるこうし
た初期批評は、カウフマンではほとんど言及
されていない。本論考でも部分的ではある
が、本作品が同時代にどのように受容されて
きたのかについて知る手がかりになればと思
う。
第二章でも取り上げたサロンの出品目録に
は、絵画の作品名のみが記載され作品解説は
みられない［図12]39)。政府の肝いりで描か
れた本作品であるが、サロンの開会日の４月
24日には出品が間に合わなかったと、カウフ
マンは述べている（ただしその典拠となる資
料は提示されていない)。実際にサロン開催
時に刊行された批評を見てみると、例えば
Ｈ０．という署名の人物の批評では、ジェ
ラール出品作３点のうち肖像画の２点のみに
６
フランソワ・ジェラール《パリに入城するアンリ４世》
ついて行われ、《アンリ４世のパリ入城》は
｢まだ（ここには）ない」と記されている
[図13]40)。どのような理由で出品が遅れたの
かは定かではないが、ＨＯはこの未展示の作
品についてまた、「色彩がいささか暗く、出
すべき効果を損ねているので画家は変更する
はずだ｣41)とも指摘しており、正式な出品前
になんらかの問題が生じたことが推察でき
る。
サロンにおける本作品の「不在」について
は、同じ1817年にタイヤンデイエとサンー
ジェーヌという人物が対話形式で出版した
『サロンひとめぐり」という批評の中でも触
れられている［図14]42)。著者は、同じアン
リ４世の入城を主題に描いたデュナンという
別の画家の作品を取り上げこれを褒めた後
に、「この作品はジェラール氏の同主題のそ
れとは大きく異なる。後者については熟練の
批評家でさえも何ら言うべきことが見つから
ない」と酷評した43)。さらにそこにつけられ
た註の部分では、「この作品は展覧会から引
き揚げられた」と記されている44)。タイトル
ページの書誌情報によれば、この批評が出た
のは1817年５月である。このことから作品が
￣且は展示され、その後画家の元へ戻ってか
ら再出品されたことが推察される。
サロン出品時の穏やかならぬ状況について
は、1817年８月１日にドウカーズ伯爵から
ジェラールに送られた短い手紙からも窺い知
ることができる45)。ドウカーズは、ルイ,8世
時代に閣僚を務めた人物である46)。
王は続けてこう言われました。「ジェラー
ルはいないのだね。私は《アンリ４世》の
作品の前で私が指名した首席画家に喜びを
伝えたかったのに。ド・プラデル氏、この
事を彼に知らせるように｡」と。私には懸
念ばかりが残っています。こうした事で、
あなたが公の場での適切な`慎み深さに欠け
ると思われるのではないでしょうか。国王
の厚情から発せられたこの御心が、あなた
の心を打つことを私は確信しています47)。
［引用終］
ドウカーズは、おそらく国王がサロンを観
覧しに来た直後に、この手紙を書いたのであ
ろう。この手紙に書いてあることが事実であ
れば、驚くべきことにジェラールは注文主で
ある国王が来るにも関わらず、その場にいな
かったというのである。ナポレオン一族から
寵愛を受けたジェラールにとって、皇帝をし
りぞけた国王からの注文制作は、やはり心中
複雑だったのだろうか。目下、これ以上の真
実に近づく材料は持ち合わせていない。
サロンへの出品の遅れが災いしたのだろう
か、サロン開催年と同じ1817年に刊行された
批評では、ジェラールの作品について詳しく
触れているものはあまり多くない。その中で
ミエルという人物が発表した「1817年のサロ
ン考』は、全500ページの大部に渡るサロン
批評で、ジェラールの《アンリ４世のパリ入
城》にも15ページを割いて作品解釈を試みて
おり注目に値する48)。ミエルはこの書物の巻
頭口絵にジェラール作品の複製版画を選択し
ており、作品が同年のサロン出品作の目玉で
あったことを物語っている［図15]・
著者は、サロンで販売されていたモーペル
あなたはサロンにいらっしゃいませんで
した。私はそれをとても残念に思います。
あなたは多くを失ったのです。（中略）国
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ラールの絵画は芸術の豪著さにおいてその
地位を確立するだけではなく、歴史におい
ても－時代を画するだろう49)。
［引用終］
シュの小冊子中の作品記述を全文引用して、
画布上に描かれた各人物を特定しつつ細部に
渡って記述した。そして作品については、次
のように賞賛している。
ミエルは以上のように述べて、特にジェ
ラールの描いた人物像の動きや群像の演劇的
な配置について絶賛した。一方で、「ジェ
ラール氏に、彼の筆の冴えに対する私の賞賛
はけして盲目的なものではないと言わねばな
らない｣50)と前置きして、特に色彩について
次のように批判をしている。
画布全体に施された整然とした配置に
は、天才的な特質が表れている。－体どん
な天賦をもってすれば、何もないところか
ら、細部がかくも多岐に渡り、かつ全体が
これほど理解しやすい構図を生み出すこと
ができるのだろうか？広大な画布を動いて
いる登場人物で埋めるということは、計画
上は最もたやすいことである。しかしなが
ら、博学な画面構成や創意に富んだ光の配
置が精神や視覚に安寧を与えなければ、こ
の多数の人物たちは混沌しか生み出さな
かっただろう。対象は群像によって配置さ
れなくてはならないし、またそれらの群像
は互いに従属していなくてはならない。す
なわち、正しいバランスによって均衡が保
たれていなくてはならず、また光はそれら
のまとまりごとに情景を照らすべきなの
だ。このように、画面中央の複雑に絡み
合った動きには、画家の技量のおかげで、
統一性をもった概念がみられる。ジェラー
ル氏は、これらの条件の大部分を満たした
のだ。彼は、「大掛かりな仕掛け芝居」を
初めて上演したのだ。
私はこの作品の総合的効果において、偉
大な絵画の持つあらゆる美点を見出すの
だ。作品のサイズ、主題の気高さ、仕上げ
の大胆さ。感動させ、夢中にさせ、強い印
象を与えるあらゆるものがここに集まって
いるのだ。我々の歴史からこれほどの崇高
な霊感を得たこの画家に栄光あれ１ジェ
中間色は暗すぎるし、褐色は非常に厚塗
りしすぎである。そのせいで色彩は透明度
をなくし、沈みがちで深刻な雰囲気を与え
ている。こうした欠点を弁護するものとし
て、この出来事が３月22日の朝５時に起き
たということを思い出してみよう。それは
正確な事実である。アンリ４世は政局に際
し時間を無駄にしなかった。もし画家が時
代考証を数時間誤らなければ、春の美しい
日の光で情景を満たしていただろう51)。
［引用終］
ミエルが述べている色彩の問題が、本当に
画家の勘違いによるものかどうか、他に傍証
となる資料は見つかっていない。また、サロ
ンへの出品が大幅に遅れた原因が、それに関
わるものであったのかも現時点ではわかって
いない。
サロン出品の10年後、1827年に「ジエラー
ル男爵によって描かれた《アンリ４世のパリ
入城》より頭部習作選集』が刊行された。こ
れはジラールという版画家が版刻したもので
８
フランソワ・ジェラール《パリに入城するアンリ４世》
ある［図16]52)。巻頭には、先述したモーペ
ルシュの作品記述が全文転載されている。前
書きにはこの書が美術学校の学生たちが素描
の修練をする際の教則本として作られたとあ
り、その上で作品について以下のように述べ
られている。
名声を得るべき作品の一つであり、そして
おそらく画家にとっても最も優れた作品で
ある55)。
［引用終］
ランドンはこのように述べ、素描、色彩表
現、画面構成のあらゆる点について、作品を
褒め称えた。そしておそらくこれは1817年ミ
エルの批評に対する反論であると推察される
が、色彩や陰影についての過去の批判を取り
上げ、次のようにジェラールを擁護してい
る。
この絵画は、その構図や完成度の卓越し
た天分だけでなく、傑出した頭部モデルの
集成でもある。極めて国民的な登場人物た
ちの頭部には、色彩の素晴らしさはもちろ
んのこと、生き生きした表情や素描の優れ
た正確さが表れている53)。
［引用終］ いくつかの頭部、とりわけ女性の群像の
それにおいて、陰影が強すぎると指摘した
者もいる。また空、遠景、中景の建造物群
は、もっと明るく澄んだ色調で描くことを
期待した者もいる。こうした祝祭にふさわ
しい明るく晴れやかな色彩がこの絵画に
あったなら、果たしてたくさんの賞賛が得
られたのだろうか？アンリ４世のパリ入城
は、確かに盛大な出来事である。しかしな
がら懸念や不安が一切混じらない祝賀的行
事とは異なるのだ。絵画全体に施された色
調は、然して当時の状況と際立った対照を
なしているわけではない56)。
［引用終］
次に紹介するのは、1831年にランドンが刊
行した「1817年のサロン』である［図17]54)。
ノルマンの輪郭線版画をつけた全４ページの
作品解説では、1817年のミエル同様その多く
が作品記述に割かれているが、ランドンもま
たジェラール作品の画面構成について賞賛を
送っている。
この素晴らしい絵画の崇高であり同時に
創意工夫に富んだ画面構成は、絶賛を得
た。作品における対象の配置は、あらゆる
点において完壁であり、また唯一詩に比肩
できるものに思える。仕上げは凡庸なれ
ど、なおそれは卓越した作品であろう。こ
の絵画には、ほれぼれするような芸術的巧
みさがちりばめられ、素描は力強く正確
で、人物の特色を優雅に真実味を持って表
現し、色彩は鮮やかで、生き生きとした生
命力を持っている。これこそ優れて美しい
傑作であり、フランス画壇において最高の
つづいて、すでに本論第一章でも触れた
1837年のカトルメール・ド・カンシーの王立
美術アカデミーでの講演録から、作品批評に
関わる言説を紹介しておきたい。ジェラール
は同年１月１１日に没している。画家の業績を
回顧したこの講演で《アンリ４世のパリ入
城》は以下のように評された。
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この透けて見える寓意が込められた英雄
は、また同時に高貴に描かれる必要があっ
た。画家はコレの喜劇や『アンリ王の詩』
の中で表された英雄とは異なる、独自のア
ンリ４世を追求しなくてはならなかったの
である。ルネサンス芸術がかつて生み出し
た最も優雅な表現が、白い羽根飾りに生気
や若々しさを取り戻すために必要不可欠
だったのだ。その上さらに、この主題に適
した配置をする難しさがある。王が町に入
る際の姿勢や行進における背景の薄暗さ、
王を迎える者たちの動き、そしてその反対
方向に進む王と従者たちの動き。王を絵の
中にたったひとりで描くのも奇妙だし、あ
るいは他の者たちに紛れさせて見えなく
なってしまう危険もある。群衆が広く抱く
であろう感情や興味深いエピソードの連
続。そして最後に、フランス人にはおそら
く不可能であるのが、芝居がかった軽快な
情景を描くことだ。ジェラールがこれらの
条件を一切欠いていないのは明らかであ
る。彼の作品はあらゆる試練に耐えたの
だ。トッシの美しい版画を吟味する時、同
様に才能豊かなジラール氏による頭部習作
の複製版画を次々と考察してみる時、ある
種の有益な感動を覚える。それは、最も美
しい芸術の成果としてみなされるべきもの
だ。それらの主題は、宗教や詩のみがもた
らす偉大な芸術的効果では把握しきれない
ものなのだから６１)。
［引用終］
この幅30ピエ、長さ16ピエの大型絵画に
ついて簡潔に述べよう。この作品には、当
時の衣装の画趣に富む本質的な魅力と歴史
画のあらゆる素質がある。主役の英雄は際
立った華々しさで輝いている。各々の情景
には、人物と表情ゆたかなモチーフ、様々
な感情表現が群像表現として配置されてい
る。そこには同時に色彩の力強さ、傑出し
た表現力の鮮明さがある。当時の身体や精
神をまとったコスチュームのリアリティー
にはなお見とれるばかりである。その迫真
性によって、あたかも画家が、登場人物た
ちや当時の小道具から特別な啓示を受けた
かのように信じてしまうのだ57)。
［引用終］
1844年、ビュレットが「ヴェルサイユ美術
館」を刊行する58)。1837年６月に開館した
ヴェルサイユ美術館所蔵の絵画作品を選りす
ぐって版刻化し、紹介したもので、いわば初
期の所蔵作品目録といってもよいだろう。
ジェラールの《パリに入城するアンリ４世》
も第一巻にボワイエによる複製版画が掲載さ
れている。テキストもついているが、作品そ
れ自体ではなく、アンリ４世のパリ入城に関
する歴史的な解説であり、批評と呼べる内容
ではない。ただし文の最後に、ジェラールの言
葉として「私は歴史を描いたのではなく、詩を
描いたのだ」という一文を紹介している59)。
つづいて1846年、『物語画家・フランソワ・
ジェラール伝記と作品評論｣60)を執筆した
ルノルマンは、この作品について次のように
述べている。
1863年、シヤルル・プランは「全流派の画
家の歴史』におけるジエラールの項62)で、
《アンリ４世の入城》が注文された経緯１こつ
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があった。しかし皇帝にも寵愛されていた
ジェラールが芸術家らしいやり方でそれにさ
さやかな抵抗をしたことがわかる。当時の複
雑な政治情勢の中で、ジェラールがその宿命
に戸惑いながらも画筆を進めていた状況が想
像できる。
プランは作品の評価については、1841年の
ランドンの作品記述を咀囑して、次のように
言及している。
いて述べている。
ルイ18世は、ジェラールを告発した者た
ちに対して、彼に《アンリ４世のパリ入城》
を注文することで答えた。コンセイユ・デ
タの会議室には失脚したナポレオン帝国の
栄光を思い起こさせる《アウステルリッツ
の戦い》が飾られていたが、画家自らがこ
の新しい絵に差し替えられるように取り計
らったのである。しかしこの《アンリ４世
のパリ入城》は、予定されていた場所へと
飾られることはなかった。おそらく故意に
画家は、この絵全体の大きさを幅30ピエ、
高さ16ピエに設定した。つまり《アウステ
ルリッツの戦い》より縦が３ピエ分大きい
ことになる。《アンリ４世のパリ入城》は
現在ヴェルサイユにある。これより小さい
サイズの複製がルーヴル美術館に展示され
ている。主題は首尾よく選ばれている。す
なわち国民たちが経験した苦しみを逆なで
することなく、ブルボン復古王政に捧げら
れたのである。それは高貴なイメージであ
り、同時に王朝の基礎となった大きな歴史
的出来事を描写したものだった63)。
［引用終］
1594年３月22日午前５時、アンリ４世は
軍隊の先頭を切ってルーヴルの隣のヌーヴ
門にてパリ総督ブリサック卿に迎えられ、
商人頭リュイリエから市の鍵を渡された。
ジェラールが表現したのはこのような情景
である。この作品は、多くの人々によって
傑作とみなされた。そして画家の最も優れ
た諸性質の集大成としての模範ともいえ
る。これすなわち、様々な顔つきを描きだ
したり、それぞれの表情に変化をつけた
り、本物で迫真の生彩に富む小道具を配置
したりする機知、論証、意志、素質のこと
である。そしてなによりも画面構成の巧み
さによって、人物や群像、背景が適した場
所にきちんと配置されている64)。
［引用終］
引用冒頭で述べられている告発とは、ジェ
ラールがマリーーアントワネットの処刑裁判
に関わったという内容で、王政復古期におけ
るジェラールの活躍を妨げようとしたもの
だった。一方、ナポレオンからルイ１８世へ政
体が変化する中で、新政権には画家が1805年
にナポレオンによる注文で描いた《アウステ
ルリッツの戦い》と同じ場所に《アンリ４世
のパリ入城》を掛け替えさせようという意図
ここまで、1817年から半世紀に渡る初期の
作品批評のうち主なものを紹介してきた。無
論ここに引用した資料以外にも作品について
の言説は見られる65)。本章で提示した批評の
一部を概観することで、多数の人物像の感情
表現を豊かに描き出し、各々を大画面に巧み
に配置した画家の技量について、同時代に賞
賛を受けたこと、ただし暗い色調については
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議論が生まれたこと、また皇帝に寵愛されて
いた人気作家に王室が注文をした際の複雑な
状況などが明らかになった。
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sUjet，lahardiessederex6cution，ｃｅｑｕｉ
６meut，cequiattache，ｃｅｑｕｉｉｍｐｏｓｅ，ｔｏｕｔ
ｓ，ytrouver6uniGloireaupeintrequi
puisedansnosannalesd,aussinobles
inspirations1sontableａｕｎｅｔｉｅｎｄｒａｐａｓ
ｓｅｕｌｅｍｅｎｔｌｅｒａｎｇｌeplusdistingu6dans
lesfastesdel,art，ｉｌｆｅｒａ６ｐｏｑｕｅｄａｎｓ
ｌ，histoire,（MIEL，ｊｈｔＺ，1817,ｐｐ､148-149.）
50）MIEL，ｊｈ皿，1817,ｐ155.
51）‘lesdemie-teintessonttropnoiresｅｔｌｅｓ
brunstropfbrtementempAt6s，ｃｅｑｕｉ６ｔｅ
ｄｌａｃｏｕｌｅｕｒｕｎｅｐａｒｔｉｅｄｅｓa
transparence，ｅｔｄｏｎｎｅａｕｔｏｕｔ，sinonun
aspecttriste，aumoinsunaspects6rieux・
Onrappelle，pourexcurserced6faut，ｑｕｅ
ｌｅｆａｉｔｓｅｐａｓｓａｌｅ２２ｍａｒｓ，Ａｃｉｎｑｈｅｕｒｅｓ
ｄｕｍａｔｉｎ：ｃｅｌａｅｓｔｅｘａｃｔ；HenriⅣｎｅ
ｐｅｒｄａｉｔｐａｓｄｅｔｅｍｐｓｅｎａｆｆａｉｒｅｓ；ｍａis
unanachronismedequelquesheures
auraitpermisaupeintred'6clairerla
hsceneparunbeausoleildeprintelnps.，
（MIEL，jbjtZ，1817,pl55.）
52）GERARD(F､)，此cue〃ｄｂ館ＺＢｓｄ枕ｕｄＢ
ｔｉｒ１ｇｂｓｄｔＩＺａ６化ａｕｄｂｄｂＪｍＺｔｒ９ｇｂｄｂ
Ｈ巴皿ブＪＶｄｈｎｓＨｍｓｐｅｍｔｐａｒｊｂ６ａｍｎ
ＢｄＰ１ａｎZ…ｅｔｇｍｍｅｓｐａｒＦｂＧｍｍＺＰａｒｉｓ，
１，auteur,［18271（刊行年はBnf書誌による）
53）‘Cetableau，ind6pendammentdum6rite
ｄｍｉｎｅｎｔｄｅｓａｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｅｔｄｅson
pr6senteex6cution，unereun1onlC
relnarquabledet6tesdontlecaract6re
vraimentnationaloffretoUjours，outrele
m6ritedelacouleur，uneexpressionvlve
etunegrandecorrectiondedessin.，
（GERARD，ｊＭＺ，［1827]，ｎ.p､）
54）ＬＡＮＤＯＮ(ＯＰ.)，助ｊｂｎｄＤＩ８Ｉ７ＢｂＣｕｅｉ/ｄ℃
mo21ceauxGhoj白由paz、ゴムｓｏｚｍ１ａｇ蕗ｄｂ
ｐｅ〃[ｍｅｅｔｄｂｓＣｕ〃zmeeH5posdgau
Louume’ん皿ａｍＺノＩ８ＩＺ..，Paris，Pillet
ain6，1831,ｐ1.70,ｐｐ､101-104.
55）‘L，ordonnancedecemagmfiquetableau，
dontlacompositionaussinoble
qu，ing6nieusen，areCuquedes61ogessans
restriction，ａｐａｒｕｃompl6tesurtousles
pointsetvaloiｒｓｅｕｌｅｕｎｅｐｏｅｍｅ・
Avecuneex6cutionm6diocre，ceserait
encoreunouvragetresdistingu60rn6de
toutleprestigedel,art，ｓａｖｏｉｒｌｅｎｅｒｆｅｔ
ｌａｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎｄｕｄｅssin，lafinesseetla
verit6descaract6res，１，６clatducoloriset
lavigneur（ママ）duressortpittoresque，
ｃ，estunchefLdbeuvred，unebeaut6
remarquable，ｌ,ｕｎｄｅｃｅｕｘｑｕｉｆｂｎｔｌｅｐｌｕｓ
ｄ，honneuralEcolefranCaise，etpeut-6tre
lemeineurouvragedel,artiste.,
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（LANDON，ｊｎ㎡，1831,plO3.）
56）‘Ｏｎａｒｅｍａｒｑｕ６ｄｅｓｏｍｂｒｅｓｕｎｐｅｕ
ｄａｎｓ ｑuelques t6tes，v1goreuses
notammentdanscellesdｕｇｒｏｕｐｅｄｅｓ
ｆｂｍｍｅｓ；ｅｔｌ,onetltd6sir6queleciel，les
lointainsetles6dificesdusecondplan
filssentd，untonplusl6geretplus
argentin・ＮｏｕｓｎｅｓａｖｏｎｓｐａｓｓｉｌｅｓＵｊｅｔ
ａｕｒａｉｔgagn6beaucoupenacqu6rantcette
teiｎｔｅｇａｉｅｅｔｒｉａｎｔｅｑｕｉｃｏｎｖｉｅｎｔＡ１ａ
ｒepr6sentationd，unefete．Ｌ,entr6e
d,HenriⅣdansParisfUtsansdouteun
evenementsolennel，ｍａｉｓｎｏｎｐａｓｕｎｄｅ夕、
cesjoursder6jouissancequen，alt6re
aucunm61anged,iqui6tudeetdecrainte、
Ｌｅｔｏｎｇ６ｎ６ｒａｌｄｕｔａｂｌｅａｕｎｅｆｂｒｍｅｄｏnc
pasdecontrasteaveclacirconstance,
（LANDON，jbjtZ，1831,pplO3-104.）
57）‘Disonendeuxmots，ｑｕｅｃｅｔｔｅｇｒａｎｄｅ
ｔｏｉｌｅｄｅ３０ｐｉｅｄｓｄｅｌｏｎｇｓｕｒｌ６ｄｅ
ｈａｕｔｅｕｒ，ｒ６ｕｎｉｔＡｔｏｕｓｌｅｓｄｏｎｓｄｅｌa
historique， １epeintu charme
essentiellementpittoresquedescostumes
dutemps；queleh6rosprincipalybrille
d，un6clattoutparticulier；quetoutesles
scenesysontdistribｕ６ｅｓｐａｒｇｒｏｕｐｅｓｄｅｑ
ｆｉｇｕｒｅｓｅｔｄｅｌｎotifSd,expressions，oude
passionsvarlees，ａｖｅｃｕｎｅｖｌｇｕｅｕｒｄｅ●'
couleur，ａｖｅｃｕnevivacit6d，expressions
remarquables・Onyadmireencore，１a
v6rit6decostumephysiqueetmoralde
T6poque，renduedemani6reAfairecroire，
querauteurauroiteuuner6v61ation
expressedescaract6res，etdetousles
accessoiresder6poque､，（QUATREMERE
DEQUINCY,jbml1837,pp218-219.）
58）BURETTE(T､)，ＭＪＳ生化陥z1sai"Ｄｓ，ａｖｓｃ
ＺｍＺ巴xねｈむね２カ口＆Ｉ,Paris,Furne，1844.
59）BURETTE,ibid.，１，１８４４，，．p、
60）ＬＥＮＯＲＭＡＮＴ(Ｏ)，Ｆ１芝mpmsedfHaz9d
Pｾmtz1ed猫店Zml9eEbsaidb6Zqgmphjbet
dDG2Ｔ画mIaParis,Waille，1846.
61）Leh6rosdecetteall6goriediaphaneavait
aussibesoind'6treennobli；ｃｅｎ'6taitpas
danslacom6diedeColl6，ｎｉｍ６ｍｅｄａｎｓ
ＬａＨＤＭ２２ｄｂ；quelepeintredevait
cherchersonHenriⅣ．Toutcequela
renaissanceajamaisproduitdeplus
616gantn'6taitpasdetroppourrendreau
panacheblancsafraicheuretsajeunesse、
Acelajoignezlesdifficult6spropresA1a
dispositionmemedusUjet：rint6rieurへ
obscurd,uneentr6edeville，unestation
etund6fil6，１emouvementdeceuxquise
portentau-devant，ｃｅｌｕｉｄｕｐｒｉｎｃｅｅｔｄｅ
ｓｅｓｃｏｍｐａｇｎｏｎｓｑｕｉｓ'avancentensens
contraire，１ｅｄａｎｇｅｒｄｅｍｏｎｔｒｅｒｌｅｒｏｉｓｅｕｌ
ｄａｎｓｌｅｔａｂｌｅａｕｏｕｄｅｌｅｌａｉｓｓｅｒｐｅｒｄｒｅｄｅ
ｖueaumilieudesautrespersonnages，ｕｎ
ｓｅｎｔｉｍｅｎｔｇ６ｎ６ｒａｌｄｅｌａｆｂｕｌｅｅｔｕn
enchainementｄ'6pisodesint6ressants，
enfin，ｃｅｑｕｉｅｓｔｐｒｅｓｑｕｅｉｍｐｏｓｓｉｂｌｅＡｕｎ
ＦｒanCais，lepittoresqued6gag6du
th6Atral、ＣｅｑｕｉｐｒｏｕｖｅｑｕｅＧ６ｒａｒｄｎ,a
manqu6daucunedecesconditions，ｃ，est
quesontableausupportetoutesles
6preuves；ｓｏｉｔｑｕ,ｏｎｒｅｘａｍｉｎｅｄａｎｓｌａ
ｂｅｌｌｅｅｓｔａｍｐｅｄｅToschi，ｓｏｉｔｑｕｂｎｅｎ
ｍ６ｄｉｔｅ，１，uneapr6sl，autre，ｌｅｓｔ６ｔｅｓ
ｄ'6tudegraveesavecnonmoinsdetalent'
ｐａｒＭ・Girard，ｏｎ６ｐｒｏｕｖｅｕｎｅｓｏｒｔｅ
ｄ'6ｍotionmstructivequidoit6tre
consｉｄｒ６ｅｃｏｍｍｅｌｅｐｌｕｓｂｅａｕｒ６ｓｕｌｔａｔｄｅ
１，art，quandlessUjetsserefUsentaux
grandeseffetsquedonnentseulesla
religionetlapo6sie，（LENORMANT,jbjtZ，
1846,ｐ39.）
ＢＬＡＮＣ(Ｏ)，HHSZnir副ｅｄｂｓＰｅｍｔｚ１ｅｓｄち
ゎｕｚＢｓ上ｓｇｍﾉbsEbDﾉb1f1an9a由ａＩＩＩ，
Paris，Renouard，1863,ppl-24．
`LouisXVIIIr6ponditauxd6nonciatｅｕｒｓ
ｄｅＧ６ｒａｒｄｅｎｌｕｉｃｏｍｍａｎｄａｎｔｌｅｔableau
deノｍｚｔｒ１ｇｅｄｂＨＤｎ画ＺＶＡＰａｒｉｓ，afinque
lepeintrepntsubstituerlui-m6meun
nouvelouvragedanslasalledess6ances
duConseild，Etat，AcetteBZYZamb
〔f4usZerZなzquirappelaitlesgloiresde
l，Empired6chu，Ｍａｉｓｌｅｓｅｃｏｎｄｔａｂｌｅａｕｄｅ
Ｇ６ｒａｒｄｎｅＭｊａｍａｉｓｍｉｓＡ１ａｐｌａｃｅａ
ｌａｑｕｅｌｌｅｏｎｌ,avaitdestinAAdesseinpeut‐
62）
63）
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６tre，lepeintreavaitdonn6A1，ensemble
desanouvenecompositiontreｎｔｅｐｉｅｄｓｄｅ
ｌｏｎｇｓｕｒｓｅｉｚｅｄｅｈａｕｔｃ,est-A-diretrois
piedsdeplusenhauteurqu,A1aprelni6re．
〃肋舵ｂｄｂＨＤｍゴⅣestaUjourd，huid
Versailles；uner6p6titiondutableau，de
petitedimension，estexpos6eaumus6edu
Louvre・LesUjet6taitheureusementchoisi
：ilconsacrait，sansirriterlesblessures
nationales，leretourdesBourbons；ｉｌｅｎ
６taitl,imageennoblie，ｅｎｍｅｍｅｔｅｍｐｓＡ
ｑｕｅｌａｒｅｐｒ６ｓｅｎｔａｔiondugrandfblit
historiquequiavaitfbnd61adynastie.,
（BLANC，jhn,1863,pl6）
64）‘Ｌｅ２２ｍａｒｓｌ５９４,Acinqheuresdumatin，
HenriⅣ，Ａ１ａｔ６ｔｅｄ'unepartiedeson
arm6e，filtreCuA1aPorte-Neuve，voisine
duLouvre，ｐａｒｌｅｃｏｍｔｅｄｅＢｒｉｓｓａｃ，
gouverneurdeParis，etparlepr6v6tdes
marchands，Luillier，ｑｕｉluipr6sentales
clefSdelaville・Telleestlasceneq
figur6eparG6rard，ｄａｎｓcetableau
quiestregard6parbeaucoupde
personnescommesonchefLd,ｏｅｕｖｒｅｅｔｑｕｉ
ｅｓｔａｕｍｏｉｎｓｕｎｅｘｅｍｐｌｅbien
remarquabledecequepouvaitproduirela
r6uniondesesmeilleuresqualit6s：
１，esprit，leraisonnement，lavolont6，le
talentdepeindrelesphysionomies，ｄ，en
varierlesexpressionsetdelesentourer
d，accessoiresvraisetpittoresques；par‐
dessustout，１，artdecomposition，quimet
chaquefigure，chaquegroupe，chaque
、scene5hlaplacequiluiconvient.,
（BLANC，ｊｂｍｌ，1863,ｐ､１６）
65）例えば第一章でも取り上げた19世紀ラルース百
科事典の同じ項目の中で著者は、本論考で紹介
した初期資料を咀囑して作品解説を行っている
（LAROUSSE，ｑｐ・cjZ;ＩX，1865,ppl86-l87.）
またドレクリューズも「ルイ・ダヴィッドその流
派と時代』において本作品に触れ「ジェラールが
芸術家として、また男として最後に抱いた充足
感」であったと述べている（DELACLUZE,nJ.，
ＬｏｍｂＤａガヒブＪｓｎｎｅｃｏﾉ巴＆ｓＤｎｚ巴mps
Paris,Didier，１８５５｛1983,Macula)，ｐ284.）
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図１ジェラール《パリに入城するアンリ４世》1817年（サロン）油彩、画布510×958ｃｍベルサ
イユ宮国立美術館．
ル・プラン《アレクサンドロ
ス大王の勝利（アレクサンド
ロス大王のバビロン入城)》
1665年以前（1673年のサロン）
油彩、画布457×710ｃｍパリ、
ルーヴル美術館．
図２
:戦:：
■蕊
碑冴
イグナス《ルイ18世のパリ入城-1814年５月３日、ボ
ン・ヌフを通る国王》１９世紀水彩63.5×98ｃｍヴェル
サイユ宮国立美術館．
図３
1８
フランソワ・ジェラール《パリに入城するアンリ４世》
図４《アンリ４世のパリ入城》（ポレ
リーの原画に基づくルクレルクの
銅版画）１６世紀フランス国立図
書館版画室．
図５ルーベンス《アンリ４世のパリ入城》１７世紀油彩習作２４×45ｃｍドレスデン国立美術館．
図６ルーベンス《アンリ４世のパリ入城》（習作）1627-31年板、油彩46.5×83.5ｃｍニューヨー
ク、メトロポリタン美術館．
１９
愛国学園大学人間文化研究紀要第16号
モロー・ル・ジュヌ《宗教の寓意像と聖ルイに導
かれてパリに入城するアンリ４世》１７８５年
(VOLTAIRE，OeuumescDmp尼ＺＢｓｄｂ１Ｍｚｍ９ｅＩ
[Kehl］DerlmprimeriedelaSoci6t61itt6raire
typographique，1785)．
図７
メニエ《皇帝と国王
のベルリン入城》
1810年画布、油彩
363×493ｃｍヴェル
サイユ宮国立美術
館．
図８
図９（左図）図1０（右図）
ジェラール《アンリ４世のパリ入城》部分．
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フランソワ・ジェラール《パリに入城するアンリ４世》
図１１サロンの小冊子に掲載された作品解説図（MAUPERCHE，ＭｔｊｂＢｈおＺｍｊｍＪｅｓｚｚｒ上、６ｈｍ
I9apzldsen“､〃助ｔ２９ｇｂｄｂＨｅｍヅ〃ぬｎｓＨｍちｐａｒＭＧｄｍｍＩＰａｒｉｓ，1817)．
ＥＸＰＬＩＣＡＴＩＯＮ
ｐ凪ＳＤＵＷＵＪｋＣ函
ＤＥＰＥＩＮＴＵＲＺ，
SCULPTURE，
ＡｎｃｍＩＴＥｃＴⅣ、巴ＥＴｃｎＡｗＪＨＩＥ，
。Ｅ３▲ｎＴＪｇＴ魁８▼、r▲】HDD
凪其P⑥､｡■▲Ｕｎｚ"･ｄｈｎ③r▲必Ｄ８ｗＬ■TOD
理科▲ＶＤ８ＬＯ８０ﾌﾟ．
C’三三ＺＥＥ
ＰＡｎＬＳｎ
８ｍ仁、“■”■A⑰▲郵巳■釦8徳▲H缶迦函麺；
、如晦■碑０画侭鋤迦面Eqa面､￣■阿A鐘＆師出陣■
江■幽卸■￣９坪ヰ
ー
8817.
図１２サロン出品目録（1817図１３ＨＯによるサロン批評図１４タイランディエらによる
年)．（1817年)．サロン批評（1817年)．
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図１７ランドンによるサロン批
評（1841年)．
図１５ミエルによるサロン批評図１６ジェラールによる頭部習
（1817年)．作集（1827年)．
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